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寄鐸の嬬と展望
整形外科この1年
整形外科医長　　佐々木　拓郎
診療スタッフ
　平成20年度の佐々木、梅本、後藤の3名体制か
ら後藤礼大先生が岩見沢市立総合病院へ転勤し、
新たに北大病院から亀田敏明医師が着任して同じ
3名で診療に当たっています。
限られており、名寄の地域的な特性から整形外科
診療を希望される患者さんが当院へ集中する傾向
は続くものと思われます。
　近隣の整形外科医との協力関係を深め、限られ
た人員で地域医療に貢献できるように努力してい
きたいと思っております。
診療状況
　外来は昨年度と同様に予約制で午前診療として
います。．月・水・金曜日を2診体制、火木曜日を1
診体制で行っております。月曜の午後は市内の乳
児股関節脱臼検診と腰痛検診を行い、水曜の午後
は特殊検査および病棟において医師・看護師・理
学療法士・医療支援相談室合同のカンファランス
と総回診を行っています。また月に1もしくは2回
北大病院の脊椎専門医による外来診療および神経
徐圧を中心とした手術治療を行っています。また
年1～2回名寄や士別などの近隣施設の整形外科医
と研究会を通じて交流をはかっています。
手術件数および内容について
　年間手術件数は488件であり、前年とほぼ同数
です。手術の内訳は例年通り擁骨遠位端骨折に代
表される上肢外傷と大腿骨近位部骨折に対する骨
接合・人工骨頭挿入術の件数が多く、変性疾患で
は変形性膝関節症に対する人工膝関節置換術や絞
拒性神経障害に対する神経囲障術が多く、肩腱板
断裂に対する鏡視下手術を含めた腱板縫合術が増
加しています。
今後の展望
　数年前に新たに導入された臨床研修制度にとも
なう医師不足は、比較的恵まれていると思われる
北大整形外科においても例外ではありません。幸
い22年度も3名体制を維持できるが決まっており
ますが、それ以降については白紙の状況です。
　道北地区で整形外科常勤医を擁iする医療機関は
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上肢外傷　擁壁遠位端骨折
　　　　　鎖骨骨折
　　　　　腱断裂
　　　　　その他上肢外傷
　　　　　再接着
上肢変性疾患（肩、肘、手）
　　　　　群群性神経障害
　　　　　腱板縫合
　　　　　関節形成
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　　　　　その他
下肢外傷　大腿骨近位部骨折
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　　　　　膝～下腿部
　　　　　足関節
　　　　　アキレス腱断裂
　　　　　膝鏡視下手術
　　　　　その他
下肢変性疾患（股、膝、足）
　　　　　人工関節置換術
　　　　　その他
脊椎　　　頚椎の手術
　　　　　腰椎の手術
　　　　　その他
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